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研究成果の概要（和文）：最初の3年間は、緩和ケア病棟、回復期リハビリ病棟および特別養護老人ホームを研
究協力機関として、療養する高齢者に対してセンシング計測機器により得られる「生体データ（客観的デー
タ）」と看護記録やケア記録より得られる「ケア内容（主観的データ）」を収集し、適切なケア提供のためのリ
スクを予測する上で医療介護職が重視する側面に焦点を当て関連性を検討した。４年目は、新たな特別養護老人
ホーム６施設を研究協力機関として、そこに入所する高齢者のケアデータを収集し、その関連性を検討した。こ
れらの結果より「客観的データ」と「主観的データ」を統合・解析し、死亡の予測要因を明らかににした。

研究成果の概要（英文）：In the first three years, "biological data (objective data)" obtained by 
sensing instruments and "content of care (subjective data)" obtained by nursing and care records 
were collected from older patients in palliative care units, rehabilitation wards, and nursing home 
as cooperating institutions, and the relevance of these data was examined with a focus on aspects 
that medical caregivers value in predicting risk for appropriate care provision. 
In the 4th year, six new nursing homes were selected as cooperating institutions for the study, and 
data on the care of the older adults residing there were collected and examined for their relevance.
 From these results, "objective data" and "subjective data" were integrated and analyzed to identify
 predictors of mortality.

研究分野：在宅ケア、医療介護連携、エンドオブライフケア、診療報酬・介護報酬、産学連携研究、レセプトデータ
解析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
超高齢社会において、医療介護現場（在宅、施設、病院）で療養する高齢者の健康上の問題を早期に予測し、改
善・解決に繋げることは、療養者の問題発生のリスク回避やQOL向上に繋がるだけでなく、医療介護人材の効率
的活用と増大する医療介護費の適正化に寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

社会への対処が急務となるなか、高齢者の多くは加齢に伴い医療や介護の支援が必要となるため、

高齢化の急伸する日本では医療介護ニーズが急速に高まっている。一方、医療介護資源は財政的に

も人材的にも有限であり、社会保障財政の持続可能性や医療介護人材不足は大きな問題となっている

（厚生労働省, 2020）。 

この解決策として、近年急速に発展してきている「科学技術」の医療介護現場への導入が考えられる。

内閣府も科学技術イノベーション総合戦略 2017 を推進するなか、医療介護分野への科学技術の活用

の重要性を掲げている（内閣府, 2017）。近年、センシング技術や動画解析技術は大きく発展しており、

医療と科学技術とのコラボレーション研究は相当数進められている。しかしながら、科学技術を用いて医

療介護支援の必要な高齢者の状態を全人的に捉えて、その人の QOL 向上や最適なケア提供に繋げ

ている研究は見当たらない。そこで、高齢者やその家族の意向を反映した質の高い療養支援につなげ

るために、日常的に集積しているケア記録および科学技術を活用して予後を予測する指標づくりを目

指した。 

 

2. 研究の目的 

(1) 研究１ 

① 死亡直前のがん患者の最期の 2 週間における非接触モニターで計測した毎分ごとの呼吸数と心

拍数の変化と死亡発生との関連について明らかにすること 

② 死亡直前のがん患者の呼吸数増加の要因を明らかにすること 

 

(2) 研究２ 

特別養護老人ホームの入居者の食事摂取量の減少率が予後と関連しているかどうかを明らかにするこ

と 

 

3.研究の方法 

(１） 研究１ 

① 緩和ケア病棟入院中の患者を対象に、呼吸数と心拍数を連続的に機器計測するとともに、電子カ

ルテから他のバイタルデータと臨床データを収集した。24名の計 240日分（１患者につき 3－14日

分を計測）の毎分 1 回で計測された呼吸数と心拍数の生データを死亡日までの 24 時間ごとのデ

ータセットとして作成した。呼吸数と心拍数の 24 時間ごとの平均値、最大値、最小値、分散につい

て、死亡当日の数値（24 データ）と死亡 1 日前～14 日前の数値（216 データ）が単変量解析にて

有意に異なることを確認した上で、一般化推定方程式による繰り返し測定ロジスティック回帰分析

を用いて分析を行った。 

② 緩和ケア病棟に勤務する緩和ケア医が予後週単位であると診断した患者のうち、同意の得られた

19名を本研究の対象者とした。3日後の呼吸数増加の要因を明らかにするために、一般化推定方

程式による繰り返し測定ロジスティック回帰分析を行った。 



(2) 研究 2 

国内 3 法人 5 施設の特別養護老人ホームに、2016 年 1 月 1 日から 2020 年 6 月 23 日の間に入所

した要介護度 3 以上の高齢者を対象とした。特別養護老人ホームにて日々ケアスタッフが観察・ケアを

実施して、記録ソフトに入力しているケア記録から、年齢、性別、要介護度、主傷病名、1 日 3 回の食事

摂取量（主食・副食それぞれ 10 段階評価）、毎月１回測定する体重、入居日、死亡日、退居日を 2020

年 6 月 23 日時点から後向きに収集した。 

5 施設 755 名を対象とした。入所日から入所後 90 日をベースライン期間、退所および 2020 年 6 月

23 日を打ち切りと定義した。食事摂取量の減少率は、入所時点と 90 日時点の食事摂取量の減少割合

と定義し、カットオフを 10%、20%、30%に設けた。解析は、死亡までの日数を従属変数、食事摂取量の減

少率を独立変数とした、Cox 比例ハザードモデルにおける生存時間解析を実施した。 

 

4.研究成果 

(1) 研究 1 

① 機器により計測される 1 日ごとの最大呼吸数と平均心拍数は、在宅や施設で過ごす死を目前にし

た患者の家族やケアスタッフにとってはその後3日以内の死亡の発生についてアラート的なサイン

となりえ、かつ緩和ケア専門職にとっても家族やスタッフへの関わりの助けになる可能性が示唆さ

れた。 

② 一般化推定方程式による繰り返し測定ロジスティック回帰分析の結果、オピオイドの使用がないも

の、収縮期血圧が高い者が、3 日後に呼吸数が増加しやすいことが明らかになった。今回非接触

機器を用いることで、終末期がん患者さんの呼吸数増加の実態とその要因を明らかにすることがで

きた。本研究の結果より、これまで、呼吸数の観察はオピオイド使用者に注目して実施されていた

が、今後はオピオイド不使用者においても呼吸数の増加のリスクがあるため、注意深く観察する必

要があると考える。 

(2) 研究 2 

入所日から入所後 90 日間に食事摂取量が減少した高齢者について、減少率 10%、20%、30%それぞ

れの対象者数を確認した。死亡までの日数を結果変数、食事摂取量の減少率を独立変数、年齢・性

別・介護度・入所時の食事摂取割合を調整変数としたCox比例ハザードモデルにおける生存時間解析

を行い、食事摂取割合の減少率との間に、有意な関連を認めた。 

食事摂取量の減少把握することで、看取りの可能性を予測でき、その結果、ケア提供者にとっては、

注意深く観察すべき対象を特定するアラート情報となり、体重に関連する日々の食欲、食事摂取量、運

動量、移動能力などの詳細な観察と適時適切なケア提供につなげられる。また、ケア受療者にとっては、

人生の最終段階の過ごし方について話し合うきっかけになり、ACP 推進にも寄与すると考える。 
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